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１．問題と目的 

家族レジリエンスとは，逆境に耐え，そこから回復するための家

族の機能的システムとしての能力のことである（Walsh, 2016）。「信

念体系」，「組織的プロセス」，「コミュニケーションプロセス」の大

きく 3 つの要素に分けられ，それぞれの要素が相互作用することに

よって家族レジリエンスが促進される。それぞれの要素はさらに 3

つの要素に分けられ，全部で9つある。「信念体系」は逆境に対する

捉え方やスピリチュアルな信念のことであり，「意味づけ」，「肯定的

な見通し」，「スピリチュアリティ」からなる。「組織的プロセス」は

社会や家族内の規範に影響を受けながら維持される家族の統合や適

応を支える家族の構造やネットワークのことであり，「適応への柔軟

性」，「結びつき・相互のサポート」，「社会的経済的資源」からなる。

さらに，「コミュニケーションプロセス」は家族機能の全面的な促進

に関わる家族内でのコミュニケーションのあり方であり，「明晰な情

報」，「感情の共有」，「協働的な問題解決・積極的な活動」からなる。 

 レジリエンスには統一された定義はないが，平野（2018）による

と，レジリエンスとは心理的な傷つきや落ち込みから立ち直る回復

力のことである。もともとは個人が潜在的にもつものとされており，

発達心理学やメンタルヘルスについての理論や研究において重要な

概念として，それまで当該分野で支配的であった機能不全や障害と

いったものに反する形で出てきたものである（Walsh, 2016）。実際

に，国内外において発達やメンタルヘルスの領域でレジリエンスに

関する研究が多数報告されている（e.g., Gerino et al., 2017; 小林・

渡邊，2017）。 

  個人のレジリエンス研究が進む中で，Walshは精神医学の領域で

の臨床経験から，危機的状況にありながらも強さと問題解決力を発

揮している家族の存在に注目した。そして，病気の家族がいる中で

も適応を保っている家族に着目し，家族が潜在的にもっている力と

して，レジリエンスの考えを家族に適用している。それを契機に家

族レジリエンスの研究が始まった（高橋，2013）。このようにして提

唱された家族レジリエンスは，精神医学やメンタルヘルスの領域の

他，災害や大切な人を失うことによる喪失体験，さらにはトラウマ

ケアの分野においても研究が進められている（e.g., Lester et al., 

2013; 大山，2015）。また，文化による特徴に着目し，特定の文化圏

における家族の家族レジリエンスが促進されるプロセスも明らかに

されている（Chau et al., 2021）。 

 発達障害児・者をもつ家族においても，近年家族レジリエンスに

関する研究が進んできている。具体的には，自閉スペクトラム症
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（autism spectrum disorder; 以下 ASD），注意欠如多動症

（attention-deficit/hyper activity disorder; 以下ADHD），限局性学

習症（specific learning disorder; 以下SLD）及び知的発達症の子ど

もをもつ母親の心理的苦痛に子どもの行動や情緒面での問題の大き

さが与える影響を，家族レジリエンスが緩衝することが明らかにさ

れている（Suzuki et al., 2018）また，ASD児をもつ母親の養育ス

トレスの低さは，家族レジリエンスの高さと関連があることも示さ

れている（Kim, Dababnah & Lee, 2020）。さらに，ADHDの青年

を対象とした研究では，家族レジリエンスの高さが ADHD の子ど

もの行動上の問題や抑うつのリスクを抑制することが明らかにされ

ている（Song et al., 2021）。このように，発達障害児・者をもつ家

族にとって，家族レジリエンスの高さは親と子ども双方の適応に関

連していると考えられる。 

 また，発達障害児・者の家族では，子どもの療育や教育的支援のた

めに特に母親に大きな負担がかかるため（松岡他, 2013），親のスト

レスが高くなり，精神的健康を損ないやすい（e.g., Gallagher & 

Hannigan, 2014; Porter & Loveland, 2019）。また，こうしたこと

が家族機能の低さと関連している（Jellet et al., 2015）。したがって，

発達障害児・者をもつ家族は親が疲弊したり，子どもの行動上の問

題が続いたりして家族内での悪循環に陥るなど，危機的な状況に陥

るリスクが高いことが推測される。家族レジリエンスの高さはそう

した危機を乗り越えることを助け，家族全体の適応につながるもの

であると考えられる。 

 発達障害児・者の家族を対象とした家族レジリエンスの研究にお

いて，Bayat（2007）はASD児の養育者を対象とした調査を通して，

ASD児の家族における家族レジリエンス要素として，家族のつなが

りや親密さ，障害の肯定的な意味づけ，精神的・個人的な成長といっ

たものを明らかにしている。また，ASDに限らず，知的発達症の子

どもをもつ家族においても，家族レジリエンス要素や家族の適応を

予測する要素が明らかにされている（e.g., Greeff & Nolting, 2013; 

Choi & Yoo, 2015）。 

しかし，こうした家族レジリエンス要素をWalshの家族レジリエ

ンス理論に沿って明らかにした研究はみられない。そのため，実際

には発達障害児・者をもつ家族において，既存のWalshの理論以外

の家族レジリエンス要素が存在する可能性も考えられる。また，発

達障害児・者の家族において家族レジリエンスに着目した支援を実

践するためには，ASD以外の障害種も含めて，家族レジリエンス要

素を解明することが必要であると考えられる。 

なお，DSM-5（American Psychiatric Association, 2013）におい

ては，発達障害は神経発達症群に該当し，発達期に起源をもつ病態

群であり，個人としての機能・社会的な機能・学業あるいは職業機能

に障害を生じるような発達的欠如で特徴づけられるものであると定

義されている。先に述べたように，家族レジリエンスが家族成員の

適応と関連するのは，ASD やADHDなどの発達障害だけでなく，

知的発達症の子どもをもつ家族でも同様であると考えられる。この

ため，本研究では発達障害をDSM-5の定義に基づき，知的発達症を

含めるものとする。 

 以上より，本研究では Walsh の家族レジリエンス理論に基づき，

発達障害及び知的発達症児・者をもつ家族の家族レジリエンスには

どのような要素がみられるのかを演繹的に明らかにすることを目的

とした。 

 

２．方法 

調査対象者 

 発達障害及び知的発達症児・者の親23名（父親4名，母親19名）

を対象とした。親の平均年齢は45.78歳（SD = 6.20），調査対象者

の子どものうち，発達障害及び知的発達症をもつ子どもは男児24名，

女児7名であり，平均年齢は12.16歳（3-26歳; SD = 6.28）であっ

た。調査対象者の属性，子どもの障害の診断名及び IQはTable 1に

示す。 

 

 

 

手続き 

 2021 年 11 月から 2022 年 2 月に発達障害児・者の親の会，放課

後等デイサービスなどの療育機関を通して調査の案内を配布した。

Table 1 

調査対象者とその発達障害をもつ子どもの属性 
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また，著者が所属している研究室のホームページでも広報した。調

査の案内に掲載した URL 及び QR コードから調査フォームへアク

セスさせ，調査へ参加を希望する場合はメールアドレスの入力を求

めた。調査対象者と後日メールにて日程調整を行い，調査に参加す

るためのURL を送付した。2021 年 12 月から 2022 年 4 月にかけ

て，60～90分程度の半構造化面接を実施した。調査には，オンライ

ン会議ツール Zoom を用いた。面接の内容は，調査対象者の許可を

得て ICレコーダーで録音した。 

 

調査内容 

 初めに，発達障害の子どもを育てる中で困難に感じたこと，よか

ったことについて尋ねた。その後，家族で危機や困難をどのように

乗り越えてきたかを，Walsh の家族レジリエンス理論に沿って尋ね

た。最後に，家族が困難や危機を乗り越える際に最も重要だと思う

ことは何かを質問した。 

 

分析方法 

 録音した音声を文字に起こし，第一著者が切片化を行った後，KJ

法（川喜田，1967）の分類方法を参考に，Walshの家族レジリエン

ス理論に従って各要素に語りを分類した。分類は，心理学を専攻す

る大学院生3名で行った。まず，Walshの家族レジリエンス理論に

おける 9 つの要素の定義を確認した。その後，切片化した語りを家

族レジリエンスの各要素の定義と照らし，3 名で協議の上分類を行

った。分類した語りを類似のもの同士でまとめて小カテゴリーを作

り，家族レジリエンスの 3 要素を大カテゴリー，家族レジリエンス

の9要素を中カテゴリーとして表にまとめた。 

 

倫理的配慮 

 調査を依頼する段階で，本研究の趣旨と倫理的配慮を書面及び口

頭で説明した上で調査への参加に同意を得た。具体的には本研究の

趣旨として，発達障害児・者をもつ親を対象に子どもを育てる中で

困難を家族でどのように乗り越えてきたかを明らかにすることを目

的とすることを説明した。また，倫理的配慮として，本研究への参加

は任意であることや個人の匿名性は必ず守られること，回答は研究

終了後に破棄することなどを説明した。なお，本研究は神戸大学大

学院人間発達環境学研究科の人を直接の対象とする研究倫理審査委

員会の承認を得て実施した（承認番号534-3）。 

 

３．結果 

 分類の結果，各家族レジリエンス要素に該当する語りがみられた。

各カテゴリーの対応関係を Table 2 に示した。以下，大カテゴリー

を【 】，中カテゴリーを≪ ≫，小カテゴリーを＜ ＞，語りの具体的

な例を「 」で記述した。 

 

【信念体系】 

（1）意味づけ 

≪意味づけ≫に対応すると考えられるのは，＜発達障害や子ども

のことを理解する＞，＜子ども本人のありのままを受け容れる＞，

＜子どもに対する考え方を変える＞，＜子どもの成長やよいところ

に目を向ける＞，＜子どもが発達障害であったことによる価値観の

変化＞，＜状況を肯定的に捉える＞，＜先が見えない＞の 7 つであ

った。 

＜発達障害や子どものことを理解する＞では「その子が音声が得

意なのか，それとも写真見せたら選んでくれるのか，絵描いて，字も

ある方がいいのかとか，色々あるんだと思うけれども，なんか本人

とこっちが今はあってるのかな，いや，こっちかなとか，こうしてあ

げるのが一番大事なのではないかなと思って」という子どもの得意，

不得意を理解し，関わり方を工夫していくこと，「なんかやっぱり，

親自身はたいへんかもしれないんですけど，発達障害っていうこと

についてほんとにたぶん勉強した方がこっちが楽になるんですよ」

などの発達障害について知ることで，親自身の気持ちが楽になるこ

とが語られた。本を読んだり，勉強会に参加したりして発達障害に

ついて知り，日常生活を通して子どもにどう対応したらいいのかが

わかってくると，家族が子どもの行動上の問題にも対処できると思

えるようになると考えられた。 

＜子ども本人のありのままを受け容れる＞では，「うちはこんなこ

とやるんやって言うようにしました。逆に隠さず。そうするように

なったら楽になりましたね」，「今となればそれも一つの特徴と捉え

られるようにはなった」など，子どもの障害による行動上の問題や

情緒的な難しさに対して，この子はこういうものだと割り切って，

ありのままを受け容れる語りがみられた。こうした受け容れは親の

気持ちを楽にし，子どもの行動上の問題により親が抱えるストレス

を軽減することにつながることが示唆された。 

＜子どもに対する考え方を変える＞では，子どもの行動や子育て

に対する考え方を変えることで，親が前向きになることができ，子

どもへの関わり方が変化したことが語られた。具体的には「なんで

みんなと同じにできないんだろうみたいな焦りはちょっと 1 回やめ

て，今何ができるんだろうとか，これからどうしていったらいいん

だろうっていうのを知識として身に付けようとしたかな」，「けっこ

うハードルを下げるっていうのができるようになったっていうのは

大きかったと思います」など，子どもの行動を見てそれまでの対応

では難しいと感じ，子どものペースを大事にしつつ，どうすればよ

いか考えたという語りがみられた。また，そうした考え方の変化は，

親の気持ちに余裕をもたらし，そうした気持ちの余裕があると家族

が上手くやっていけると考えられた。 

＜子どもの成長やよいところに目を向ける＞は，「もう普通の子か

らしたらどうでもいいようなことを，すごい小さなところでできた

ねって思うと，すごくね，気が楽っていうか」，「こんなこともできな

いしあんなこともできないし，もう何もできないよって思っちゃっ

たりするんですけど，先生に賢いって言われたらちょろって光が見

えるっていうか，そういうのに気づかしてもらえるっていうか」と

いう語りがみられた。子どものできないところに目が向きやすい中

でも，療育や学校の先生の言葉から親が子どもの成長やよいところ

に気づくことで，子どもに対して前向きな気持ちを持てるようにな

ることが示唆された。 

＜子どもが発達障害であったことによる価値観の変化＞は，「私自

身の視野が広がったので，そこはほんとに感謝してます」というよ

うに，子どもが発達障害であったことで，子どもに対する考えだけ

でなく，人間の多様なあり方やそれまで当たり前に考えていたこと

が違ってもいいということに気づくなど，自分自身の価値観に変化 
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Table 2 

家族レジリエンスの各要素の定義及びそれぞれの要素に対応する小カテゴリー 
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があったことが語られていた。こうした親や家族の価値観の変化が， 

子どもの障害ゆえに生じる家族のストレスや困難に対処する力にな

ると考えられた。 

＜状況を肯定的に捉える＞は，「いい加減がいい加減じゃないけど，

それがうまくいってる秘訣かな」，「困ったこととかは一応対処はす

るんですけど，適度に忘れて，なんかそうすると何か月か経ったと

きに，その悩みってけっこうなくなってたりして」などの語りがみ

られた。何が起こっても一つ一つ対処するしかないという心構えや，

解決が難しいことがあっても考え込み過ぎず，少し楽観的に捉える

ことで，困難なことがあってもストレスフルになることなく乗り越

えることができると考えられる。 

＜先が見えない＞には，「もう何も原動力がないというか。どうせ

やったって一緒やんみたいな気持ちが大きくって。だから，子ども

たちの良さも気づけなかったっていうか」などの語りがみられた。

子どもが発達障害であることがわかった後，親がどうしようもない

思いやつらい気持ちをもっていることが示唆された。これは多くの

発達障害児・者をもつ親が子どもの障害がわかった後に体験する困

難であると考えられ，家族レジリエンスが促進されるためには，こ

うした先が見えない状況から，これからどうしていけばいいのかを

見出す必要があることが推測される。 

（2）肯定的な見通し 

≪肯定的な見通し≫に対応すると考えられるのは，＜子どもの成

長やできることを認め，前に進む＞，＜子どものこれからについて

考える＞，＜子どもが持っている強みや力をどう活かすかを考える

＞，＜困難に対して適度に考える＞，＜子ども本人がよいと思うも

の，楽しいと思えるものを大切にする＞の5つであった。 

＜子どもの成長やできることを認め，前に進む＞では，「今までは

こんなことがちょっと難しかったけど，こんなことができるように

なりましたっていうのを聞いたら，やっぱりなんか私たちもよかっ

たなって思って」などの語りがみられ，子どもの成長が親にも安心

感を与えていると考えられた。また，子どもができたことを療育の

先生などから伝えられることで，子どもの成長を実感し，親が子育

てに前向きな気持ちを持てるようになることで，家族全体が子ども

とともに生活することに前向きになれることが示唆された。 

＜子どものこれからについて考える＞では，「ちょっといろいろ情

報取っていって，まあ終の棲家じゃないですけど，彼が一応，居場所

があって，心に負担なく暮らせるような場所をちょっと早く見つけ

られたらなと思います」のように，子どもの将来についての語りが

みられた。子どもの障害がわかってから子どもがどういう風になっ

ていくかを思い描いたり，子どもが大人になってからの居場所につ

いて考えたりすることは心配や不安を伴うが，そうした考えを巡ら

せることができると，家族が子どもの問題に対処する力になると考

えられた。 

＜子どもがもっている強みや力をどう活かすかを考える＞では，

「今まで有名な方でも発達障害系の方もいますので，その辺のね，

部分を伸ばしたらなんとかいけるのではないかなと」など，子ども

が持っている能力や得意なことを活かして，将来の活動につなげら

れないかと考える語りがみられた。子どもの強みを認め，それを活

かそうとすることは，子どもの自信になり，親が子どものことを肯

定的に考えることにつながると考えられた。 

＜困難に対して適度に考える＞では，「たぶん困難なことあったか

もしれないんですけど，けっこうどうしたらいいかとか，考えても

変わらないことは考えないようにしてて，どうしたら上手くいくか

っていうことだけをすごい考えて」，「たぶんここにたどり着くかな

って楽観的に考えながら。で，なんかどうしようかっていうよりは，

本人がこれだけできたね，じゃあここかなとか，どうしようかなっ

てあんまり考えてないですかね」など，困難に対して深刻に悩むの

ではなく，できるところからやっていこうという語りが多くみられ

た。危機の中でも，こうした姿勢が親の気持ちの余裕や家族が困難

を乗り越えることができるものと感じられることに関連していると

考えられた。 

＜子ども本人がよいと思うもの，楽しいと思えるものを大切にす

る＞では，「まあ本人がこう堪能しやすいように，楽しい生活をさせ

てやりたいっていう気持ちにわりと早く変わってたような気がする

んで，そこは素晴らしいなっていう感じです」，「やっぱり自分がや

りたいって思えることが一番伸びる」などの語りがみられた。本人

がやりたいことを大切にしていくことで，子どもの成長につながる

ことが示唆された。 

（3）スピリチュアリティ 

≪スピリチュアリティ≫に対応すると考えられるのは，＜家族成

員が気持ちを発散する，家族がリラックスする時間がある＞，＜困

難を超えられる可能性を思い描く＞，＜コミュニティとのつながり

＞の3つであった。 

＜家族成員が気持ちを発散する，家族がリラックスする時間があ

る＞では，「児童デイサービス行っている間に自分の心の安定を図る

ための好きなこととかをして，気分転換を図って」，「アニメとかも

う，子どもたちも好きだし，私もハマって一緒に観たりして，なんか

共通の話題とかがあるかな。一緒に楽しめるものっていいかなって

思ってます」といった語りがみられた。家族成員個人，特に親自身の

気分転換の方法や，夫婦または家族全員でできることや楽しめるこ

と，家族で共通の話題があると，家族全体の気持ちに余裕が出て，家

族の凝集性も高まると考えられた。 

＜困難を超えられる可能性を思い描く＞では，「書籍でもYouTube

でも家族の成長をしている姿みたいな，出している方がいらっしゃ

るので，例えば 5 歳とか 10 歳とかこういう感じの生活になってる

のかなっていうイメージがなんとなくついてたっていうか」など，

他の家族や子どものことを知ることでイメージを持つことができた

ことが語られた。また，子どもの得意なことを活かして好きなこと

をさせてやることや，なんとなくやったことが上手くいったことな

ど，様々なことをきっかけに困難な中でも家族で上手くやれること

を見つけることができていた。また，「彼の存在は私にとっていろん

なことを教えてくれます」というように，発達障害の子どもから学

びを得たという語りもみられた。 

＜コミュニティとのつながり＞は，「ママ友とか，横のつながりで

すね。どうして欲しいって，そうだね，わかるわかるって，共感して

くれたらちょっと気が楽になる感じかな」などの語りがみられ，同

じ発達障害の子どもをもつ親や，親身になってくれ，子どものこと

をよく理解してくれる人とのつながりをもてることが家族の支えに

なることが示唆された。 
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【組織的プロセス】 

（4）適応への柔軟性 

 ≪適応への柔軟性≫に対応すると考えられるのは，＜家族の中で

役割分担をする＞，＜家族内でバランスを取る＞，＜家族で協力す

る，助け合う＞，＜家族成員が相補的な役割を果たす＞，＜家族が柔

軟に形を変える＞の5つであった。 

 ＜家族の中で役割分担をする＞は，「私は下の子をみて。上の子は

力が強いんで，もう主人に寝るときは任せて」というように日常生

活の中で自然と家族内で役割分担がなされていったという語りや，

「家族会議の中でも，誰がどうしてというよりは，何したい，どうし

たいっていうことで，まあ，個々がその役割を執っていくっていう

ような感じですね」など，家族での話し合いの中で家族成員がそれ

ぞれの役割を担っていくという語りがみられた。また，子どもの年

齢が上がるときょうだいの存在が大きくなり，父親の役割が変化す

るなど，家族のライフステージに応じて家族内の役割が変化してい

くことも示唆された。 

＜家族内でバランスを取る＞は，「誰かがしんどすぎないように，

しんどそうやなと思ったら早めにその芽を摘みたいとか，気づかな

きゃいけないと思ってて，例えば，それは障害のある子どももそう

だけど，きょうだい児のお姉ちゃんもそうやし」など，家族全体の様

子を見ながら調整するという内容の語りがみられた。また，「部屋に

いても個々で動いていることも多々あるんで，自分の時間も大事に

しながら，ぐっと一緒にいるときは一緒にいるみたいな」といった

語りもみられ，家族成員が互いにほどよい距離感を持ってバランス

を取っていることが示唆された。 

＜家族で協力する，助け合う＞は，「なんか自由に，私が動きやす

いようにしてくれた，家族が」など，家族成員で互いに協力すること

が語られ，きょうだいが親を支えていることも示唆された。 

＜家族成員が相補的な役割を果たす＞では，「私がすごい怒ってる

ときは，主人は意外と冷静で，主人が怒っているときは意外と私は

冷静を保つようにしているので」といった父母が互いを補っている

ことや，「今の4人がいてなんとかなるかなっていう，1人欠けるぐ

らいは大丈夫ですけど，2 人抜けるとってなるとやっぱり崩れてく

るかなって」という家族の誰かが抜けた場合に誰かが補うことがで

きることが語られた。 

 ＜家族が柔軟に形を変える＞では，「親が接し方を変えたことで子

どもが変わっていったんですね」という親の子どもに対する接し方

の変化や，「なんかトラブルがあると息子とお父さんと私で3人で相

談するっていう機会もずっと多かったんですけども，あることがき

っかけで，妹はちょっと疎外感を感じれてたなっていうのを私が気

づいたので，そこからは『この前ね，こんなことがあってお父さんが

怒ってね，お兄ちゃんがね』みたいな報告をするようになったりと

かして」のように，きょうだいの役割がそのときどきに応じて柔軟

に変化したことが語られた。 

（5）結びつき・相互のサポート 

 ≪結びつき・相互のサポート≫に対応すると考えられるのは，＜

子どもの意思を尊重する＞，＜父母で互いにサポートし合う＞，＜

家族成員同士で互いにサポートし合う＞，＜家族がまとまっている

＞の4つであった。 

 ＜子どもの意思を尊重する＞では，「『じゃあどうしたい？』とか

聞いたら『こうしたい』っていう答えも返ってくるようになったん

で，そこもすごく大きいかなという感じはします」や「子どもの気持

ちを尊重する，見失わない，親が良かれと思っていろいろ先回りし

てやらせないっていうところですかね」など，子どもの意思がわか

ることで親もどうすればよいか考えやすいことや，子どもの意思を

尊重することは，子どもが家庭や学校などで上手く適応するために

も重要であることが示唆された。 

 ＜父母で互いにサポートし合う＞では，「デイの面談とか療育の面

談とか発達外来とか，時間が合うときは一緒に行って話を聞くって

いうのは心掛けてることかなって思います」や「私が全面的にリー

ダーシップを執って，私が関わっていることに対して否定すること

はなかったので，主人がそれだけでもありがたかったかなと思いま

すね」といった語りがみられた。父母で一緒に子どものことを考え，

話し合うことに加えて，配偶者が自分や子どもの決定を後押しして

くれることも助けになることが示唆された。 

 これに対して，＜家族成員同士で互いにサポートし合う＞では，

父母だけでなくきょうだいや発達障害の子ども本人から親が支えら

れたり，きょうだいが同胞を支えていたりすることが示唆された。

具体的には，「一人だけではお互いに抱えきれないよねって。私もだ

から助けてもらうことがほんと多いので，子どもたちに」，「やっぱ

りちょっと手をかけていかないといけない分，みんなで協力して頑

張っていかないとねっていうのはあります。でもこれはパパだけじ

ゃなくてきょうだいもあれなんですけど，一緒に 3 人で背負わせて

るという」といった語りがみられた。 

 ＜家族がまとまっている＞は，家族内でのコミュニケーションや

互いのことを思いやって行動するといった面で「なんか 5 歳くらい

からだんだん結びつきが強くなっていったっていう感覚はあります

ね」などの語りがみられた。家族内で協力することを繰り返す中で，

家族が結びつきを強めることが示唆された。 

（6）社会的経済的資源 

 ≪社会的経済的資源≫に対応すると考えられるのは，＜周囲の人

の理解を得る＞，＜療育や通級指導，それらの先生からのサポート

を活用する＞，＜園や学校の先生からの理解とサポートを得る＞，

＜同じ発達障害の子どもをもつ親や家族との交流をもつ＞，＜祖父

母や親戚，知人からのサポートを活用する＞，＜医師や心理士など

の専門家からのサポートを利用する＞，＜外部の支援者を頼る＞，

＜誰かに助けを求められる，話を聴いてもらえる＞，＜療育や教育

などに必要な経済的資源の確保＞の9つである。 

 ＜周囲の人の理解を得る＞では，「（発達障害のある子どもを）邪

魔者だとか，できない子だとか，そんな風に思わず，話をしてくれる

様子とか，うちの周りの子たちは意地悪をするとか，そういうこと

がないのが，すごく温かいなっていうか，そういうことがないって

いうことがすごい心強かった」のように，発達障害をもつ子どもの

ことを周囲の人に理解してもらい，関わってもらうことが親や家族

にとって精神的な支えになると考えられた。 

＜療育や通級指導，それらの先生からのサポートを得る＞では，

「療育の先生は初めからたくさんいいところを褒めてくれて」，「通

級指導の先生の言葉とかもっていき方っていうのも，けっこう肩の

力を抜くような感じの指導してくれてて」といった語りがみられた。

療育や通級指導の先生から子どもを褒めてもらうことで，子どもが
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自信を持つことができ，親も前向きな気持ちになり，気持ちが楽に

なると考えられた。また，療育や通級指導の先生から子どもへの対

応について助言を得ることが，子どもの行動に伴う困難を家族が乗

り越えることにつながることも示唆された。 

 ＜園や学校の先生からの理解とサポートを活用する＞では，「幸い

うちは幼稚園も理解してくれるところだったので，全然療育通いで

もいいよって言ってくれますし，息子が通ってる療育施設とも提携

もしてくれてて」，「学校の先生とかもすごい支援してくださるし，

ほんとにわかろうとしてくださってて」などの語りがみられた。園

や学校の先生が子どもの障害や子どもの気持ちを理解し，適切に支

援してくれること，また，子どもや家族がそうした理解や支援を得

ることが，子ども本人だけでなく家族にとっては大いに助けになる

と考えられた。 

 ＜同じ発達障害の子どもをもつ親や家族との交流をもつ＞では，

「同じような立場の同じような状況の人に共感してもらえたのがす

ごく救いになった」，「まず一番気軽に話せるのが，同じ発達障害を

もつお母さんですかね。もちろん特性はそれぞれ違うんですけど，

悩みが一緒だったり，なんかすごい共感してもらえたりってするの

で，そこが一番大きいですね」などの語りがみられた。同じように発

達障害の子どもをもつ親との関わりで，自分の悩みに共感してもら

える体験が，家族の気持ちに余裕が出ることにつながっていた。ま

た，親が自分の子どもより年齢が上の子どもをもつ親の話を聴くこ

とで，親や家族が今後のことをイメージできるようになり，子ども

の将来に肯定的な見通しを持つことにつながっていると考えられた。

発達障害児をもつ家族にとって，こうした同じ境遇にある家族との

つながりを得ることは家族レジリエンスを促進する上でも重要であ

ることが示唆された。 

 ＜祖父母や親戚，知人からのサポートを活用する＞では，「とりあ

えず味方をいっぱい作りました。保健師さんも同級生の子がおった

りとか」，「自分自身の家族がすごい一番よく理解をしてくれたので，

私の姉が幼稚園の先生をしてたので，そういう面でもいろいろと相

談に乗ってもらえたし」など，知人や親自身の家族からの援助を受

けることや，それらの人に相談し，話を聴いてもらうことが家族の

支えになったことが語られた。 

 ＜医師や心理士などの専門家からのサポートを利用する＞では，

「やっぱり私を助けてくれたのは，心理カウンセラーの先生でした

ね」，「診断がついてから，病院の先生だったり療育の先生だったり

っていう，専門家と私が話す機会が増えたりとか相談する機会が増

えて。そこで正しい対応の仕方だったり，彼の特性自体を私が受け

入れられるようになった」など，専門家と子どものことについて話

して助言を得ることが，家族が子どもへの対応の難しさに対処する

助けになったという語りがみられた。 

 ＜外部の支援者を頼る＞では，「ヘルパーさんに依頼して家に来て

もらって，やりたいことできるように部屋の環境を整えて」や「一時

保育があったんですね。1 歳 8 か月くらいからそれを週 1 ぐらいで

利用して」など，外部の支援者から家事を手伝ってもらったり，子ど

もを一時的に見てもらったりしたという語りがみられた。その時間

に親が自分の時間やきょうだいと関わる時間を持てることで，親が

子どものことや家事で手一杯にならず，家族全体の適応につながる

ことが示唆された。 

 ＜誰かに助けを求められる，話を聴いてもらえる＞では，「助けを

求めれる人には助けを求めるっていうのが大事かなと私の中では思

ってます」や「困ったときに助けてもらう。たくさんの人を巻き込

む，使える福祉サービスはとことん使うっていう部分ですかね」な

ど，いつでも相談できる相手や助けてくれるところを家族が積極的

に活用することが重要といった語りがみられた。 

 ＜療育や教育に必要な経済的資源の確保＞では，「教育にお金をか

けてくれたのが一番大きかったかなと思います」など，子どもの療

育や教育に必要な資金があり，それを必要に応じて使えることにつ

いての語りがみられた。中には，子どもの将来の居場所づくりのた

めの資金についての語りもみられた。 

 

【コミュニケーションプロセス】 

（7）明晰な情報 

 ≪明晰な情報≫に対応すると考えられるのは，＜情報をその都度

共有する＞，＜思ったことや，どうして欲しいかを他の家族成員に

はっきりと伝える＞，＜家族内で相談する，話を聴く＞の 3 つであ

った。 

 ＜その都度情報を共有する＞では，「私は幼稚園からトラブル起こ

しましたっていう電話がかかってきたら，夜しゃべるんじゃなくて

その都度LINEするんですよね。お母さんはこれほどの時系列でこ

れだけ対処してるんですっていうのを一緒に共有して欲しくって」，

「普段から私こうするけどどうする？とか，これこんなんなんやけ

どどうする？とか，今っていうときにちょっとどうする？とか，そ

んな感じです」など，父母を中心に子どもや家族のことについてそ

の日に起こったことや，そのほかの些細なことをその都度相談した

りするといった語りがみられた。 

 ＜思ったことや，どうして欲しいかを他の家族成員にはっきりと

伝える＞では，「お互いに正直であること，隠し事はしないこと，思

うことはちゃんと伝えること。いくら思ってても言ってくんないと

わかんない」や「ほんとに素直に気持ちを言うことで，主人も私は察

してよって思ってたんですけど，やっぱ察することって難しかった。

でも，ここまで考えてくれてたんだって主人の気持ちもわかった」

など，父母で思っていることをはっきりと伝え合うことが語られた。

また，きょうだいや発達障害の子ども本人にも親がはっきりとどう

して欲しいかを伝え，親に対しても子ども自身がどうしたいかを言

える関係性にあることが，家族内のコミュニケーションにおいて重

要であると考えられた。 

 ＜家族内で相談する，話を聴く＞では，「けっこう息子も交えて話

す。隠すっていうことはしないでおこうかみたいな感じでは話して

るので」，「こういう障害で，こういうとこが重いからこういうこと

をやらせてみたいって言ったら，うちのお母さんが『それはいいん

違う？』とか，『それはちょっと違うん違う？』とかっていう話もあ

ったりとかして」など，父母を中心として発達障害の子どものこと

について相談したり，話を聴き合ったりすることが語られた。また，

発達障害の子ども本人やきょうだいを交えて話をするという語りが

みられた。 

（8）感情の共有 

 ≪感情の共有≫に対応すると考えられるのは＜父母間で気持ちを

共有する＞，＜家族全体で気持ちを共有する＞の2つであった。 
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 ＜父母間で気持ちを共有する＞では，「（母親が子どものことでど

んなことがあったかや，それにどう対応したかを夫に伝えると）と

きどきなんか『へ～。そうなんだ，がんばったね』とか『いつもあり

がとう』とかっていうのでしばらくやってたので」といった語りが

みられた。父母で気持ちを伝え合うことを通して，配偶者に理解し

てもらえているという体験をすることは，父母双方にとって家族の

危機を乗り越える助けになると考えられた。 

 ＜家族全体で気持ちを共有する＞では，「本人がこんな悩みを抱え

てるんだけどっていう相談をすると，家族それぞれが『こうなんじ

ゃない』とか『それちょっと許せないね』とかいうのを言ってくれた

りすると，悩み事もちょっと笑いに変わるところがあると思います」

という語りのように，家族成員が互いの気持ちを伝え合い，互いに

支え合うことで困難に立ち向かえると考えられた。 

（9）協働的な問題解決・積極的な活動 

 ≪協働的な問題解決・積極的な活動≫に対応すると考えられるの

は，＜どうしたいか，どうすればよいかを家族内で話し合って決め

る＞，＜父母で協働して子どものことに取り組む＞，＜具体的な解

決策を見つける＞，＜家族みんなで協力して物事に取り組む＞の 4

つであった。 

 ＜どうしたいか，どうすればよいかを家族内で話し合って決める

＞では，「私と息子で考えて進めていって上手くいかなかったときに，

お父さんがぽっとこう，全然違う，こうしてみたら？っていうのが

上手くいったりすることがあったりなかったり」，「この子の困って

いることを，じゃあ自分でできるにはどうしたらいいかなっていう

のを回り道しながら考えていくんだっていうことを，家族会議でも

みんなで一緒に考えるっていうのは，これはけっこう長いことずっ

とやってる」など，家族で話し合ってどうするか考えるという語り

がみられた。 

 ＜父母で協働して子どものことに取り組む＞では，「ペアレントト

レーニングがきっかけで，夫婦として子どものことについて話し合

えたり，じゃあ今度はこうしてみようかなみたいなことができてい

ったのが一番良かったのかなと思います」，「学んできたことを主人

と共有して，ちぐはぐにならないように，指示を一つにとか」など，

父母で話し合い，協働して子どものことに取り組むという語りがみ

られた。 

 ＜具体的な解決策を見つける＞では，「読み聞かせ続けていったら，

教科書読んだら何書いてあるかわかるようになったって言ってたか

ら，文脈とか文節とかっていうのもちょっとわかるようになってき

たんかなと思って，上手いことヒットしたなとか思って，ラッキー

と思ったんですけど」など，父母を中心に家族全員で考え，子どもや

家族がよりよく過ごせるような具体的な方法を考えて実行していく

という語りがみられた。また，「とにかく何かあったら小さいことで

もいいから学校の先生に教えてもらって，それを療育の先生とか発

達外来の先生に投げて，発達外来の先生だったら特性上どんな理由

でそういうことを起こしているのかっていうのを教えてもらったり

とか」のように，家族外の人とも協力して具体的な解決策を考えて

いることも示唆された。 

 ＜家族みんなで協力して物事に取り組む＞では，「ずっと私一人で

やってきたようなところが，妹が助けてくれるって感じですかね。

お兄ちゃんを励ますとかいう役もすごくやってくれますし」，「お父

さんも一緒になって細かく教えるっていう風にすればできるように

なるっていう経験を今積めてるので，教え方の工夫があればできる

ようになるっていうことの積み重ねをできてるっていうのが，家族

で執り行っててよかったなと思うことです」などの語りがみられた。

家族で子どもが上手くいくように父母やきょうだいで工夫し，発達

障害の子どもを支えていると考えられた。 

 

４．考察 

 本研究は，発達障害及び知的発達症児・者をもつ家族における家

族レジリエンスにはどのような要素がみられるのかをWalshの理論

に沿って演繹的に明らかにすることを目的とした。その結果，Walsh

の家族レジリエンス理論のそれぞれの要素に該当すると考えられる

語りがいずれの要素でも見出され，Walsh の家族レジリエンス理論

に対応しない要素はみられなかった。 

 また，本研究の結果は Bayat（2007）における ASD 児をもつ家

族の家族レジリエンス要素とも共通点が多かった。具体的には，家

族のつながりや親密さ，障害の肯定的な意味づけといった内容が同

様に見出された。このことは，本研究の調査対象者にはASDの子ど

もをもつ親が多かったことが関係していると考えられる。 

【信念体系】では，発達障害や子どもに対する捉え方や考え方の

変化，発達障害の子どもを育てることや困難を乗り越えられる可能

性をどう考えているのかといった内容が対応していた。 

＜発達障害や子どものことを理解する＞は≪意味づけ≫に対応す

ると考えられた。Walsh の定義では，≪意味づけ≫は困難に対する

捉え方や困難な状況から将来への期待を見出すことを指しており，

若干異なるように考えられる。しかし，発達障害や子どものことを

どう理解するかは，子どもが発達障害であることに家族がどのよう

な意味を見出すのかに関連しており，困難な状況に対する捉え方に

相当すると考えられたため，≪意味づけ≫に対応すると考えること

は妥当であると判断した。 

≪意味づけ≫と≪肯定的見通し≫の両方で，分類された小カテゴ

リーに類似するものがみられた。具体的には，＜子どもの成長やよ

いところに目を向ける＞と＜子どもの成長やできることを認め，前

に進む＞，＜状況を肯定的に，楽観的に捉える＞と＜困難に対して

適度に考える＞は，語りの内容が非常に近かった。本研究における

分類ではWalshの定義に従い，状況をどう捉えるかに主に言及して

いるものを≪意味づけ≫，自分や家族が置かれた状況に対して前向

きな見方や考え方，将来の展望をもっていることに主に言及してい

るものを≪肯定的な見通し≫とした。しかし，子どもの成長やでき

ることを認めること，子どものありのままを受け容れることについ

ての語りの多くは，子どもに対して前向きに考えることができるよ

うになったという語りにつながっていたため，2 つの要素で似た小

カテゴリーが生成された考えられる。 

また，これらは発達障害児をもつ親の障害受容などと共通すると

ころがある。例えば，松井他（2016）は発達障害児をもつ親の会に

所属している母親を対象に，子どもの特性に気づいて不安や戸惑い

がある中で，子どもについて模索し，子育て仲間の獲得を経て子ど

もに対する納得や理解が始まり，子育ての方法や子どもへの期待を

見出すという発達障害児の母親が子育てに前向きな感情をもつ過程

を明らかにしている。また，夏堀（2001）によればASD及びダウン
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症の子どもの母親における障害受容では，時期の違いはあるが，診

断を経て子どもの障害を受け容れ，障害を理解することで子育てに

希望を見出し，親の安定や成長につながることが示されている。さ

らに，山根（2014）はASDやADHD，SLDの子どもをもつ母親を

対象に，個人が喪失や逆境的な出来事からポジティブな側面や有益

性を見出すbenefit findingが，母親のストレッサーが母親自身のス

トレスを高めることを緩衝する効果があることを明らかにしている。

したがって，従来の研究で解明されてきた親の障害受容や子育てに

前向きな気持ちを見出すことは，家族が困難を乗り越えることにも

つながると考えられる。 

≪スピリチュアリティ≫は，家族が困難を乗り越えることを思い

描くことや，家族成員が気持ちを発散し，リラックスできることと

いった内容の語りが対応した。しかし，Walsh の定義にみられる，

困難を乗り越える際に家族にとって精神的な支柱となるような宗教

的な信念に関する内容は含まれなかった。日本人の多くは宗教的な

信念になじみがないことから，日本人においては，そうした宗教的

な信念よりも困難を乗り越えられる可能性を見通せることや，家族

成員が気持ちを発散できることの方が，危機や困難を乗り越える際

に役立つことが推測された。 

【組織的プロセス】では，家族成員で役割分担をし，家族が柔軟に

形を変えつつ家族全員で互いに支え合い，協力することが要素とし

て見出された。Bayat（2007）において家族の親密さやつながりと

いう要素が見出されたことと，本研究の結果は一致する。 

一方，本研究の結果では家族の結びつきの面だけでなく，柔軟性

などの家族の機能的側面についても家族レジリエンス要素を明らか

にすることができた。家族の柔軟性や凝集性，コミュニケーション

を含む家族機能は，ASD児をもつ母親の養育ストレスの低さに関連

があることが明らかにされている（浅野他，2011）。このことから，

家族レジリエンス要素としても家族の機能的な側面は重要であり，

家族が協力し合いながら柔軟に対応することで，困難を乗り越える

ことが示唆された。 

また，≪社会的経済的資源≫では，発達障害児・者の家族が多様な

サポート源からサポートを得ていることが明らかになった。ソーシ

ャルサポートは発達障害児をもつ親のストレスを低減し，家族の適

応にとっても重要であることが多くの研究で示されている（e.g., 渡

邊・菅原，2021）。本研究においても家族レジリエンス要素として多

様な家族内外からのサポートが見出されたことから，家族内外から

のサポートを活用しながら，家族内で協働することで発達障害の子

どもを育てる中で生じる困難なことや家族の危機を乗り越えている

ことが示唆された。 

 【コミュニケーションプロセス】は，父母や親子，家族全体でのコ

ミュニケーションや家族内での話し合い，家族全員で協働して問題

を解決するといった内容が対応していた。 

 ≪明晰な情報≫と≪感情の共有≫は，それぞれ具体的な語りが少

なく，語りの中に両方の要素が含まれていることも多かった。Walsh

の定義に従うと，≪明晰な情報≫は明確ではっきりとした情報のや

りとりをすること，≪感情の共有≫はポジティブな気持ちもネガテ

ィブな気持ちも家族で共有することであり，両者は区別されている。

しかし，実際には家族のコミュニケーションでは両方がなされてお

り，調査対象者がそれらを分けて考えることは困難であったため，

両要素を持つ語りがみられたと考えられる。 

 ≪協働的な問題解決・積極的な活動≫では，家族だけでなく，家族

外の人と協力して子どもや家族の問題に対処していることが明らか

になった。本研究における≪社会的経済的資源≫でも多様なサポー

トの重要性が示唆されたように，家族が協働的に問題に対処するた

めには，ときには家族外の人からの助言やサポートが得られること

必要であると考えられた。また，そうした家族外の人の助けがある

ことで，家族だけで問題を抱えて疲弊してしまうことを防ぐことが

できるとも推測される。 

 このように，家族内で情報や感情を共有し，家族全員で話し合っ

て問題の解決に向けて協働することは，家族レジリエンス要素とし

て重要であると考えられる。こうした家族内でのコミュニケーショ

ンにより，子どもへの対応に困り，家族内で上手くいかなさが生じ

るなどの困難な状況を乗り越えられることが示唆された。 

 また，本研究の結果から各要素の関連を考えると，発達障害及び

知的発達症児・者の家族においては，子どもの障害を理解し，子育て

に向き合っていく姿勢ができることで，家族が子どものことについ

て話し合い，協働して子どもや家族が上手くいくように工夫するこ

とで，家族レジリエンスが促進されることが推測される。また，家族

レジリエンスが促進されることで，親が高いストレスを抱え，家族

内での協働が上手くいかず発達障害の子どもを育てることで生じる

困難に対処できない状況を乗り越えることができると考えられる。 

本研究の限界点としては，以下の 3 点が挙げられる。第一に，本

研究で対象とした親の多くは，発達障害児・者の親の会に参加して

おり，子どもが障害児通所支援事業所や通級指導教室などの適切な

支援につながっているため，比較的家族レジリエンスが高い層であ

ったことが推測される。家族レジリエンスは家族が潜在的にもって

いるものである（Walsh, 2016）。しかし，親を対象とした調査では，

家族が困難を乗り越える際に家族レジリエンスが活かされているか

を親がどの程度認識しているかによって語りが変わってくることが

推測される。そのため，家族レジリエンスが上手く促進されていな

い家族では，家族レジリエンス要素についての言及が少なくなる可

能性がある。したがって，本研究の結果を一般化して論じることは

限界があると考えられる。そのため，発達障害児をもつ親の中でも

支援につながりづらく，発達障害や支援に関する情報を得難い層を

対象としたさらなる検討が必要である。第二に，本研究では発達障

害及び知的発達症児・者をもつ親を対象としており，定型発達児を

もつ親は対象としなかったため，発達障害及び知的発達症児・者を

もつ家族に特有の家族レジリエンス要素については明言できなかっ

た。第三に，本研究は発達障害及び知的発達症児・者の家族における

家族レジリエンス要素を明らかにしたものに留まっており，それら

の要素がどのように関連し合って家族レジリエンスが促進されるの

かは解明できていない。家族レジリエンスを発達障害及び知的発達

症児・者の家族への支援に活かすためにも，今度は家族レジリエン

スが促進されるプロセスの解明が必要である。 
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